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２０２３年（令和５年）度 事業報告書 

２０２３年（令和５年）４月１日～２０２４年（令和６年）３月３１日 

 

特定非営利活動法人 Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ 三重 

１ 事業実施の概略 

 

 特定非営利活動法人 Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ 三重は、Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ の理念である【「全ての人と 

自然と共に生きる」事を基本とした「生活様式」を６つの理念を基に構築し、未来の子供たちに心も身体も

健康に笑顔で暮らせる地球を渡していく事】へ賛同し、全国６拠点の一つである三重においても、６つの 

理念への取り組みを行う事を目的として設立した。 

 ２０２３年（令和５年）度も引き続き、三重県松阪市を中心として活動。 

 未来の子供たちが安全で安心して食せるおいしい作物づくりを中心とした真農業の推進と、地球環境に

やさしいコミュニティを創造することをテーマに、各種イベントを通じて活動理念の普及や賛同者を着実に

得ることを目的に実施した。 

 環境セミナーを通じて、当会理念や活動に対する賛同者を得ることが出来た。 

 食育・食農イベントとして、田植え・麦刈り体験、夏野菜収穫と一から作るピザづくりワークショップ、稲刈

り・麦種まき体験、食育感謝祭、手前味噌づくりワークショップを行い、農薬、化学肥料、除草剤を一切使用

しない昔ながらの手作業による農作業の方法とそれによる環境保全効果、安全な食による健康効果、手作

りの食と共食の楽しさ、今後の世の流れの中でのコミュニティ構築の重要さを伝えた。 

 環境セミナーとして「マザリーアースプロジェクトセミナー」を２回実施。主に会員および当会拠点である 

大石町の住民の方々を対象に当会理念や活動を紹介し、賛同を得ることが出来た。 

 「田植え・麦刈り体験」では、在来種・固定種と完全オーガニック、昔ながらの手作業にこだわった体験、

自然との共生を体験する機会を提供した。 

 「夏野菜収穫と一から作るピザづくりワークショップ」では、手作業による野菜ごとの収穫方法、小麦粉を 

こねてピザ生地を作る方法、包丁を使った事の無い子供に野菜の切り方指導、窯に薪火をくべてピザを 

焼く方法を伝授。完全オーガニックの食材を使用する事により、本物の食の味を伝えた。 

 「稲刈り・麦種まき体験」では、いずれも手作業による方法を伝授。火起こし体験も実施し、災害時でも 

役に立つ知識を伝えた。 

 「食育感謝祭」では、完全オーガニック黒米の餅つき、当会の味噌で作った味噌汁の試食にて自然の 

中での共食を実施。安全・安心の食の啓発と昔ながらの食文化の体験を提供した。 

 「手前味噌づくりワークショップ」で使用した材料は固定種、在来種の大豆と米にこだわった。また当会の

味噌で作った味噌汁を昼食時に提供。生きた本物の味と健康効果を伝え、食物の安全性と手作りの重要

性への理解が広がった。 

 年間を通じて農作業ボランティアを募集し、参加者に有機循環自然農法による環境保全効果と、安全・

安心の作物づくりの方法と健康効果を伝えた。食農活動を通じて、耕作放棄地問題解消の一助となった。 

 活動報告やイベント告知には、メール、電話、ホームページとＳＮＳを利用。イベントチラシを作成し、各種

公共施設への設置や個人間で渡す等で宣伝した。 

 

 各事業の具体的な内容としては、定款の目的を達成するため、次の事業を実施する。 

 

  ①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業。 

  ②自然再生と環境の保全活動を支援する事業。 
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  ③保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業。 

  ④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業。 

  ⑤生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂促進に係る事業。 

  ⑥食育を推進する事業。 

  ⑦農作業の付帯業務・請負及び農具・土壌改良資材の製造、販売事業。    

  ⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業。     

            

２ 事業の実施に関する事項（特定非営利活動に係る事業） 

     

①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 

（ア）事業内容  

会の広報的情報発信を支援。 

○ホームページ、SNS にイベント案内およびイベント報告を掲載。 

○会員および一般向けにメールマガジンを月 1～2 回配信。 

○他団体交流として、松阪市市民活動センター、松阪市大石地区市民センターにイベントチラシ配布 

 の協力を依頼。 

 

（イ）WＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 

（１）開催日および講師等 

（２）総費用（無償ボランティア ２４人） 

総合計        ０円 

 

（３）収益 

総合計        ０円 

 

（４）反省点・改善ポイント 

  ＳＮＳでの告知は今年度新たにＹｏｕ Ｔｕｂｅ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、Ｔｉｋｔｏｋの利用を開始。反応は有るが集客 

 には結びつかず、また計画性が無かったため継続的な発信に至らなかった。効果的な投稿回数と内容 

 を意識した実績に結びつく広報を計画的に行う。 

  チラシでの告知は、情報が求められる場所に届いておらず反応が薄い。次年度以降は積極的に設置 

 

実施
日時

(1)

(2)

① ＷＥＢシステム
利用による異業
種産業情報・交
流を支援する事
業
（ＷＥＢシステ
ム）

２０２３年（Ｒ
５）４月１日～
２０２４年（Ｒ
６）３月３１日
の期間で不
定期に発信

(1)

(2)

０ 円

具体的な事業内容 実施場所
従事者の

人数

会の広報的情報発信

ホームページ、ＳＮＳ、
メールマガジン等による
情報発信

ホームペー
ジ、ＳＮＳ、
メールマガ
ジン

２４人
（２回／月）

受益対象者
の範囲
人数

当会活動に
関心がある
市民、会員

不特定
多数

事業名
（定款に記載

した事業）

事業費
の額

（単位：円）
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 協力者を探す。 

 

②自然再生と環境の保全活動を支援する事業 

（ウ）事業内容 

環境セミナーとして６月１８日に第８回マザリーアースプロジェクトセミナー、１月１４日に第９回マザリー 

アースプロジェクトセミナーを実施。参加者に対して当会の活動テーマ、理念、方針、事業内容を紹介し、

理解と協力を訴えた。 

 

（エ）事業内容  環境セミナー 

〇６月 第８回マザリーアースプロジェクトセミナーでは、アースアズマザーの紹介動画を放映した後、

理事の村野政章によるセミナーと、理事長の市川美奈による三重独自のマザリーアースプロジェクト

の説明と活動紹介を実施し、賛同を得ることが出来た。参加者とともに大石町の未来について積極

的な交流を行った。 

〇１月 第９回マザリーアースプロジェクトセミナーは、地域住民を対象に実施。第８回同様、動画放映

と理事長からのマザリーアースプロジェクト説明、活動紹介を実施。参加者に賛同と期待が広がり、

地域の農業・福祉に関して住民の生の声を聞けるなど、今後の活動に重要なヒントが得られ、有意

義な交流が出来た。 

 

（オ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 環境セミナー 

（１）開催日および講師等 

（２）総費用（無償ボランティア ５人） 

総合計   ３９，４２０ 円 

（内訳） 

●第８回マザリーアースプロジェクトセミナー 

・賃借料 （事業）    ５００ 円 

●第９回マザリーアースプロジェクトセミナー 

 

実施
日時

(1)

(2)

② 自然再生と環
境の保全活動
を支援する事業
（環境セミナー）

２０２３年
（Ｒ５）
６月１８日
１４：２０ ～
１７：００

(1)

(2)

５００ 円

② 自然再生と環
境の保全活動
を支援する事業
（環境セミナー）

２０２４年
（Ｒ６）
１月１４日
１２：００ ～
１５：３０

(1)

(2)

５，１７０ 円第９回マザリーアースプ
ロジェクトセミナー

アースアズマザーグルー
プの理念、活動紹介

実施場所
従事者の

人数

当会
事務所

３人

大石町
谷区
集会所

２人

受益対象者
の範囲
人数

当会活動に
関心がある
市民、会員

８人

事業名
（定款に記載

した事業）

事業費
の額

（単位：円）

当会活動に
関心がある
市民、会員

１０人

具体的な事業内容

第８回マザリーアースプ
ロジェクトセミナー

アースアズマザーグルー
プの理念、活動紹介
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・賃借料 （事業）  ３，０００ 円 

・広告宣伝費 （事業）  １，１７０ 円 

・印刷製本費 （事業）  １，０００ 円 

●建物減価償却 

・減価償却費 （事業）      ３３，７５０ 円 

 

（３）収益 

総合計       １４，０００ 円 

（内訳） 

●第８回マザリーアースプロジェクトセミナー 

・参 加 費   ８，０００ 円（１，０００円×８人） 

●第９回マザリーアースプロジェクトセミナー       

・参 加 費 （会員）  ２，０００ 円（１，０００円×２人） 

  （シニア）  ４，０００ 円（  ５００円×８人） 

 

（４）反省点・改善ポイント 

１月セミナーは、住民を対象に絞った点は良かった。宣伝開始がイベント直前になってしまい、参加

者が少なかった。事前から計画的に積極的宣伝を行う。 

 

 

③保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業 

 本年度は実施せず。 

 

④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 

（カ）事業内容 

   食農イベントとして、田植え・麦刈り体験、夏野菜収穫体験、稲刈り・麦種まき体験を実施。 

   農事業として農作業ボランティアの募集を実施した。 

   いずれの事業も松阪市大石町の田畑で行った。 
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（キ）事業内容  食農イベント 

〇６月 「田植え・麦刈り体験」を実施。在来種の黒米の田植えを手植えで実施し、完全オーガニック

の古代小麦の麦刈りを手刈りで実施。農薬、化学肥料、除草剤を使用していない圃場で自然、生き

物との共生と、昔ながらの手作業による作物の栽培、収穫を体験する機会を提供した。 

〇８月 「夏野菜収穫体験」を実施。オーガニックで育てた夏野菜の収穫を手作業にて行い、野菜ごと

の収穫方法の違いを実践を通じて伝えた。あいにく連日の酷暑で野菜が生育不良で、あまり多く 

  収穫出来なかった。 

〇１０月 「稲刈り・麦種まき体験」を実施。作業はいずれも手作業による方法を伝授。稲刈りでは昨年

度からのリピーターのお子様の成長が見られ、継続開催の意義を認識した。昼食時には木の摩擦

熱で火を起こす火起こし体験を実施。実際に火が点き盛り上がった。災害時でも役に立つ知識を 

  伝えた。 

 

（ク）資源循環型・環境保全経済を推進するコミュニティの構築事業 食農イベント 

（１）開催日および講師等  

（２）総費用（無償ボランティア ６人） 

総合計   ３９，４８４ 円 

 

実施
日時

(1)

(2)

④ 資源循環型・環
境保全型経済
を推進するコ
ミュニティの構
築事業
（食農イベント）

２０２３年
（Ｒ５）
６月２５日
９：００ ～
１５：００

(1)

(2)

０ 円

④ 資源循環型・環
境保全型経済
を推進するコ
ミュニティの構
築事業
（食農イベント）

２０２３年
（Ｒ５）
８月６日
１０：００ ～
１０：３０

(1)

(2)

１，１８４ 円

④ 資源循環型・環
境保全型経済
を推進するコ
ミュニティの構
築事業
（食農イベント）

２０２３年
（Ｒ５）
１０月２１日
９：００ ～
１５：００

(1)

(2)

４，５５０ 円

自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

６人

自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

７人

松阪市大石
町内の圃場

松阪市大石
町内の圃場

具体的な事業内容

田植え・麦刈り体験

手作業による田植えおよ
び麦刈方法の説明と実
践

夏野菜収穫体験

手作業による収穫方法の
説明と実践

稲刈り・麦種まき体験

手作業による稲刈および
麦種まき方法の説明と実
践

事業名
（定款に記載

した事業）

事業費
の額

（単位：円）

従事者の
人数

２人

２人

２人

実施場所

松阪市大石
町内の圃場

受益対象者
の範囲
人数

自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

１０人
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（内訳） 

●夏野菜収穫体験 

・仕入  （材料費）    ７８４円 

・広告宣伝費 （事業）     １２０円 

・保険料 （事業）     ２８０円 

●稲刈り・麦種まき体験 

・広告宣伝費 （事業）     ９９０円 

・賃借料 （事業）   ３，０００円 

・保険料 （事業）     ５６０円 

●建物減価償却     

・減価償却費 （事業）  ３３，７５０ 円 

 

（３）収益 

総合計   ２８，０００ 円 

（内訳） 

◆田植え・麦刈り体験 参加費 

・一 般 大 人 （中学生以上）  ６，０００円（２，０００円×３人） 

・会    員    ６，０００円（１，５００円×４人） 

・小    人    ３，０００円（１，５００円×２人） 

・幼    児 （未就学児）       ０円（    無料×１人） 

 

◆夏野菜収穫体験 参加費 

・会    員    ２，５００円（ ５００円×５人） 

・小    人      ３００円（ ３００円×１人） 

＜野菜販売＞ 

・売上高ＮＰＯ      ２００円 

 

◆稲刈り・麦種まき体験 参加費 

・一 般 大 人 （中学生以上）  ４，０００円（２，０００円×２人） 

・会    員    ４，５００円（１，５００円×３人） 

・小    人    １，５００円（１，５００円×1 人） 

・幼    児 （未就学児）       ０円（    無料×１人） 

 

（４）反省点・改善ポイント 

  ６月の麦刈り体験は、後半子供たちの集中力が切れて対応に追われた。楽しめるよう内容の工夫、 

 スタッフ増加など、対策を行う。 

  いずれのイベントも好評だった事から内容自体は良いと再認識した。情報を求めている層に届く宣伝
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活動を繰り広げる。 

 

（ケ）事業内容  農事業 

年間を通じて農作業ボランティアを募集し、参加者に有機循環自然農法による環境保全効果と、 

安全・安心の作物づくりの方法と健康効果を伝えた。実際の農作業により、耕作放棄地問題解消の一助

となった。 

 

（コ）資源循環型・環境保全経済を推進するコミュニティの構築事業 農事業 

（１）開催日および講師等  

（２）総費用（無償ボランティア １５人） 

総合計        ０円 

 

（３）収益 

総合計        ０円 

 

（４）反省点・改善ポイント 

  告知不足により昨年度より新規利用者数が減少。アクティボ以外の宣伝媒体、およびメールマガジン

によるリピーターへの呼びかけ頻度を増やす。 

  年間作業計画を作成し、それに基づいた作業内容の告知を同時に行う。効果的な集客を実施する 

  ために本人に直接対話する機会を作り、食育の重要性を明確に伝える事で計画的に個別参加を 

 

 

実施
日時

(1)

(2)

④ 資源循環型・環
境保全型経済
を推進するコ
ミュニティの構
築事業
（農事業）

２０２３年（Ｒ
５）４月１日～
２０２４年（Ｒ
６）３月３１日
の期間で不
定期に実施

(1)

(2)

０ 円

具体的な事業内容 実施場所
従事者の

人数

農作業ボランティアの募
集

有機循環自然農法の普
及、耕作放棄地の維持・
管理

松阪市大石
町内の圃場

１日あたり
１～２人

受益対象者
の範囲
人数

事業名
（定款に記載

した事業）

事業費
の額

（単位：円）

自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

１５人
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実施
日時

(1)

(2)

⑥ 食育を推進する
事業
（食育イベント）

２０２３年
（Ｒ５）
８月６日
９：００ ～
１０：００、
１０：３０ ～
１５：００

(1)

(2)

３，３９７ 円

⑥ 食育を推進する
事業
（食育イベント）

２０２３年
（Ｒ５）
１１月２６日
１１：００ ～
１４：３０

(1)

(2)

８，３７３ 円

当会
事務所

３人一から作るピザづくり

地産の小麦粉でのピザ
生地づくり、包丁の使い
方指導、共食体験

受益対象者
の範囲
人数

自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

６人

食育感謝祭

完全オーガニック餅米の
餅つき、当会の手前味噌
で作った料理試食、郷土
愛を歌う地元ミュージシャ
ンのライブ

当会
事務所

５人 自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

２２人

事業名
（定款に記載

した事業）
具体的な事業内容 実施場所

従事者の
人数

事業費
の額

（単位：円）

  促す。また、リストを作り定期的に電話を通じて声掛けをする。 

 

⑤生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業 

 本年度は実施せず。 

⑥食育を推進する事業 

（サ）事業内容 

食育イベントとして、一から作るピザづくり、食育感謝祭、手前味噌づくりワークショップを実施。 

 

（シ）事業内容  食育イベント 

〇８月 「一から作るピザづくり」を実施。小麦粉からこねてピザ生地を作る方法、包丁を使った事の 

  無い子供に野菜の切り方を伝授。土と稲わらで作ったアースオーブンに薪火をくべてピザを焼く 

  体験により、自然のものだけで調理ができる方法を伝えた。完全オーガニックの食材を使用する事

により、本物の味を伝えた。 

〇１１月 大自然の恵みへの感謝の想いを伝えるため「食育感謝祭」を実施。有機循環自然農法で 

  育った黒米で餅つき、当会の味噌で作った完全オーガニック味噌汁の試食を実施。安全・安心の

食の啓発と昔ながらの食文化の体験を提供した。餅のトッピングは地域の伝統野菜を使用し、地産

地消を実践。自然の中で本物の食べ物を共食する事で子供たちを中心に笑顔あふれる場となった。 

〇２月、３月 有機循環自然農法で育った地元産の大豆および米こうじ（共に自家採取・固定種）を 

  使用した「手前味噌づくりワークショップ」を２回実施。当会の味噌を昼食時に提供し、生きた本物の

味噌の味と健康効果を伝え、完全オーガニックと手作りの重要性への理解が広がった。 

 

（ス）食育を推進する事業 食育イベント 

（１）開催日および講師等  
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⑥ 食育を推進する
事業
（食育イベント）

２０２４年
（Ｒ６）
２月１０日
９：３０ ～
１５：００

(1)

(2)

２６，２１７ 円

⑥ 食育を推進する
事業
（食育イベント）

２０２４年
（Ｒ６）
３月２日
９：３０ ～
１５：００

(1)

(2)

１，７７６ 円第２回手前味噌づくり
ワークショップ

完全オーガニック大豆と
米こうじを使用した味噌
の仕込み、手前味噌の
試食

当会
事務所

２人

第１回手前味噌づくり
ワークショップ

完全オーガニック大豆と
米こうじを使用した味噌
の仕込み、手前味噌の
試食

当会
事務所

２人 自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

７人

自然との共
生に、安全
安心な食
育・食農に
関心がある
市民、会員

５人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）総費用（無償ボランティア １２人） 

総合計       ３０９，７６３円 

（内訳） 

●ピザづくりワークショップ 

・仕入  （材料費）  ２，７９７円 

・仕入ＮＰＯ （材料費）    ２００円 

・広告宣伝費 （事業）     １２０円 

・保険料 （事業）     ２８０円 

●食育感謝祭     

・仕入  （材料費）  ３，６３４円 

・通信運搬費 （事業）   １，０００円 

・広告宣伝費 （事業）     ９９０円 

・消耗品費 （事業）   １，０８９円 

・賃借料 （事業）   １，０００円 

・保険料 （事業）     ５６０円 

・支払手数料 （事業）     １００円 

●第１回手前味噌づくりワークショップ 

・仕入  （材料費） ２４，９９１ 円 

・消耗品費 （事業）     ６６６円 

・保険料 （事業）     ５６０円 

●第 2 回手前味噌づくりワークショップ 

・仕入  （材料費）  １，７７６円 

●建物減価償却 

・減価償却費 （事業）      ２７０，０００円 
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（３）収益 

総合計              １０２，８００円 

（内訳） 

◆ピザづくりワークショップ 参加費 

・会    員   １０，０００ 円（２，０００円× ５人） 

・小    人    １，７００円（１，７００円× １人） 

 

◆食育感謝祭 参加費 

・一 般 大 人 （中学生以上） ２４，０００ 円（２，０００円×１２人） 

・会    員    ６，０００円（１，５００円× ４人） 

・小    人    ３，０００円（１，５００円× ２人） 

・幼    児 （未就学児）       ０円（    無料× ２人） 

・ゲスト出演者             ０円（    無料× ２人） 

 

◆第１回手前味噌づくりワークショップ 

＜参加費＞ 

・一般大人 （中学生以上）    ６，０００円（２，０００円× ３人） 

・会    員    ３，０００円（１，５００円× ２人） 

・小    人    １，５００円（１，５００円× 1 人） 

・幼    児 （未就学児）       ０円（    無料× １人） 

＜材料代＞ 

・米麹、大豆、塩  ３２，５００ 円（３ｋｇ分 ２，５００円×１３ セット） 

 

◆第２回手前味噌づくりワークショップ 

＜参加費＞ 

・一般大人 （中学生以上）  ４，０００円（２，０００円× ２人） 

・会    員    ４，５００円（１，５００円× ３人） 

＜材料代＞ 

・米麹、大豆、塩   ５，０００円（３ｋｇ分 ２，５００円× ２セット） 

＜物品販売＞ 

・米麹          １，６００円（３５０ｇ入り ８００円× ２セット） 

 

（４）反省点・改善ポイント 

   ピザづくりは夏の暑い時期の実施は過酷と判断。次年度以降は開催時期を改める。 

   味噌づくりは昨年度の失敗を活かし、煮る時間を調整し成功。一方、スタッフ不足で子供たちへの 

  対応に手が回らなかった為、次回以降対応を考える。効果的な集客を実施するために本人に直接対話 

  する機会を作り、食育の重要性を明確に伝える事で計画的に個別参加を促す。また、リストを作り定期的 
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  に電話を通じて声掛けをする。 

 

 

⑦農作業の付帯業務・請負及び農具・土壌改良資材の製造、販売事業 

 本年度は実施せず。 

 

⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 本年度は実施せず。 

 

３ 事業の実施に関する事項（その他の事業） 

 本年度は実施せず。 

 

４ その他 費用 

 （１）事務局管理費 

   １ 総費用 

   総合計        １８８，８３２円 

   （内訳） 

    管理費の内訳 

 ・印刷製本費 （管理）   ３，０８５円 

 ・通信運搬費 （管理）  ２８，０７９ 円 

 ・消耗品費 （管理）  ８６，６０４ 円 
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 ・広告宣伝費 （管理）  １２，４４１ 円 

 ・新聞図書費 （管理）     ８００円 

 ・租税公課 （管理）  １７，６００ 円 

 ・支払手数料 （管理）   ２，７２３円 

 ・減価償却費 （管理）  ３７，５００ 円 

 

   ２ 収益 

   総合計        ３４７，５０２円 

   （内訳） 

 ・受取入会金    １，０００円 

 ・正会員受取会費   ５５，０００ 円 

 ・団体・企業会員受取会費  １０，０００ 円 

 ・受取寄附金   １７，５００ 円 

 ・寮費        ２６４，０００円 

 ・受取利息        ２円 

 

５ 会議の開催に関する事項 

 （１）通常総会 

  ・開催日及び場所 

   ２０２３年（令和５年）６月１８日 １３時３０分～１４時００分 

   （場所）当会事務所（三重県松阪市大石町２８４１番地） 

 

  ・議題 

   第一号議案   ２０２２年（令和４年）度 事業報告および決算報告について 

   第二号議案   ２０２２年（令和４年）度 監査報告について 

   第三号議案   ２０２２年（令和４年）度 寄附金報告について 

   第四号議案   ２０２３年（令和５年）度 事業計画（案）および活動予算（案）について 

   第五号議案   ２０２３年（令和５年）度 組織運営、役員選任（案）について 

 

  ・総費用（無償ボランティア ３人） 

   総合計     ８，２６５円 

   （内訳） 

 ・印刷製本費 （管理）   ５，０３５円 

 ・通信運搬費 （管理）   ２，７３０円 

 ・賃借料       （管理）          ５００円 

  ・収益 

   総合計         ０円 
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 （２）理事会 

  ・開催日及び場所 

   第１回理事会 

   ２０２３年（令和５年）５月２６日 ９時００分～１２時００分 

   （場所）特定非営利活動法人 Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ 事務所 

       （愛知県名古屋市中区千代田 2-10-10-206） 

   ・審議事項 

   第一号議案   ２０２２年（令和４年）度 事業報告および決算報告について 

   第二号議案   ２０２２年（令和４年）度 寄附金報告について 

   第三号議案   ２０２３年（令和５年）度 事業計画（案）および活動予算（案）について 

   第四号議案   ２０２３年（令和５年）度 組織運営、役員選任（案）について 

   第五号議案   ６月１８日総会スケジュールについて 

 

   第２回理事会 

   ２０２４年（令和６年）３月２９日 １８時００分～２０時００分 

   （場所）当会事務所（三重県松阪市大石町２８４１番地） 

   ・審議事項 

   第一号議案   ２０２３年（令和５年）度 事業報告（案）について 

   第二号議案   ２０２４年（令和６年）度 事業方針（案）について 

   第三号議案   ２０２４年（令和６年）度 年間スケジュール（案）について 


